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GHRHR; Growth hormone-releasing hormone receptor; GHRH receptor; Growth hormone-
releasing factor receptor; GRF receptor; GRFR
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	製品名: GHRH-Rウサギポリクローナル抗体
	カタログ番号: APRab11439
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、成長ホルモン放出ホルモンの受容体をコードしています。このホルモンが受容体に結合すると、成長ホルモンが合成・放出されます。この遺伝子の変異は、低身長を特徴とする疾患であるシンド性小人症としても知られる、成長ホルモン単独欠損症（IGHD）と関連付けられています。[RefSeq提供、2010年6月],疾患：GHRHRの欠陥は、下垂体性小人症Iとしても知られる成長ホルモン単独欠損症IB型（IGHD IB）[MIM:262400]の原因です。IGHD IBは、低身長を引き起こす常染色体劣性成長ホルモン欠乏症です。,機能：アデニル酸シクラーゼを活性化するGタンパク質と共役するGRF受容体。成長ホルモン分泌細胞の成長、成長ホルモン遺伝子の転写および成長ホルモンの分泌を刺激します。,類似性:Gタンパク質共役受容体2ファミリーに属します。,組織特異性:下垂体。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	GHRHR抗体を用いたHUVEC細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	GHRHR抗体を用いたLOVO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：2000希釈のGHRH-Rポリクローナル抗体を用いたL929 COLO 293T HELAマウス脳細胞のウェスタンブロット解析
	

	GHRH-Rポリクローナル抗体（1：2000希釈）を用いた様々な溶解液のウェスタンブロット解析。二次抗体は1：20000に希釈した。

